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 DSP-1053の薬理学的特性について、in vitro 実験で、ラット大脳皮質と海馬の膜分画等を用い、




































 本研究により 5-HT1A受容体作動性および mGlu5阻害活性を標的とした新規化合物が、既存の抗う
つ薬と比較して優れた即効性を持つ一方で副作用がより軽度であることが示され、抗うつ薬の開発
において重要な知見を提供した点で多いに評価できる。 
平成 27 年 7 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
